
 
 

沖縄のソフト・パワー 
  

   

（2 月のごあいさつ） 
 
 

 
平成 22 年 2 月 4 日（金） 

 
 年末から旧正前までこんなに寒い沖縄は初めてだ。1 月 16 日(日)には伊是名島の上空

で白いヒラヒラするものを見たという人の話が新聞に出ていた。また、1800 年頃には 6
度も雪が降った記録が琉球の史書「球陽」にあるという。 
 
 最近、沖縄公庫の経済講演会で沖縄協会の清成忠男先生のご講演を聴いた。テーマは 
「沖縄の振興とソフト・パワー」。ソフトパワーを強化してハードパワーに働きかける

ことにより、二つのパワーを統合、補強し、地域の発展を図るという趣旨であった。 
 ソフトパワーという概念は、多様で弾力的なものと思われるが、軍事力、政治力や経

済力のように目に見える力に対して目に見えないものである。 
 伝統的な平和の拠点、文化的豊かさ、歴史的に交流の拠点という地政学的位置、多様

な価値観の交錯、工芸品、建物、食文化、空と海、花など自然の豊かさ、ソフトパワー

は他者を引きつける魅力となる。この沖縄型のソフトパワーを強化して沖縄の可能性を

想い乍ら聴いていて楽しく、将来の地域づくりの基本だと感じた。 
 
 ソフトパワーの働き、沖縄に存在する、また外から来るハードパワーとのアンバラン

スを強く感じた。米国や日本の軍事力、政治力、経済力を通じて、復帰後 38 年間 15 兆

円とも言われる政策需要と金融の支援など物的で巨額な目に見える力、ハードパワーが

創生され来沖した観がある。 
 ところがその物的投資の活用と効果は、消化不足というか、経済的な力、ハードパワ

ーともなり得ず計画されたところとは大きな較差があった。それに働きかけるソフトパ

ワーも貧弱すぎた。パワーと言うなら、先ず内なるものを消化し、そして外に開いて引

き寄せるようなものでなければならない。 
 例によって質疑の時間に質問した。「何故、これまで内なるハードパワーが強化され、

ソフトパワーが有効に働かなかったのでしょうか。今後、内及び外からのハードパワー

にどのように働きかけるべきでしょうか。」といった趣旨のことを。 
 的はずれの質問に対しても、先生のご回答は、さすがに満足すべきものであった。 
 物的にハードとして存在するだけではダメだ。産業の集積、人材の育成、人脈の形成、

魅力的で尊敬される政策、、、、、それは例えば米国のダラスを中心とする航空運輸による

内なる集積と外からの流入を受入れ混合して充実し、東方（欧州）、西方（アジア）、南

方（中南米）へ向けて展開するダイナミックな動き、それがいい例だ。 
 航空運輸の拠点を世界に向けて開き、外のものを引きつける産業の集積と市場と人脈、

その物流を消化できる魅力ある人材と文化、尊敬される政策の生きた見本ではないかと

言われた。 
 
 沖縄の物流基地もそのような産業と人材と政策との集積をできる持続可能なソフト

パワーの開発モデルを構想して、活性化し外から魅力ある地域と認識されなければなら

ない。そしてジョセフ・S・ナイの問題提起(2004)「ソフトパワーとは他者から尊敬さ

れ引きつける魅力」を実現するために一貫した方向を堅持すべきであると考えた。 


